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連携講座「構造物メンテナンス講座」開設記念シンポジウム 

「コンクリート橋の塩害劣化と電気防食工法による対策事例」の開催にあたって 
 
 
 平成２６年１１月，内閣府総合科学技術・イノベーション会議(CSTI)の SIP(戦略
的イノベーション創造プログラム)[インフラ維持管理・更新・マネジメント技術]に
て「コンクリート橋の早期劣化機構の解明と材料•構造性能評価に基づくトータルマ
ネジメントシステムの開発」（申請大学：金沢大学，共同研究グループ：金沢工業大
学，石川工業高等専門学校，長岡技術科学大学，福井大学）が採択されました。本プ
ログラムでは，北陸地方の社会インフラに携わる研究者や技術者，施設管理者を中心
にして，北陸地方の抱えるコンクリート橋の早期劣化問題（塩害による鋼材腐食とア
ルカリシリカ反応(ASR)）の現状を正しく認識するとともに，今後の方針を共有する
ための活動を続けてきました。まず，平成２６年１２月９日の金沢大学 SIP のキック
オフシンポジウム（於 KKR 金沢，参加者 96 名）を皮切りに，平成２７年２月４日に
福井県越前海岸での塩害劣化橋梁の視察（国道 305 号，参加者１６名），平成２７年
２月２４日，２５日の両日に富山県及び石川県の塩害•ASR による複合劣化橋梁の視
察（神通川流域橋梁，NEXCO 中日本金沢支社管内北陸自動車道，参加者２５名）を実
施してきました。また，平成２７年２月２７日には金沢大学 SIP により建設する大型
コンクリート構造物載荷試験装置の基礎コンクリートに使用するフライアッシュ
15%含有 PC スラブの現場打設及び温度ひび割れの計測を公開試験とした際に，フライ
アッシュコンクリートの有効活用のための講習会（於金沢大学自然科学研究科，参加
者 82 名）を開催しました。 

北陸地方では，海岸地域での飛来塩分による塩害劣化，凍結防止剤の散布による
塩害劣化，ASR による劣化，凍害およびそれらの複合劣化が生じたコンクリート橋が
数多く存在しています。それらの早期劣化による劣化現象は，いずれも従来の経年劣
化とは異なった，より深刻なものであり，劣化橋梁に対する調査診断から，評価判定，
対策（補修•補強，更新）への一連のフローも大きく異なっています。すなわち，土
木学会や日本道路協会の示方書により提案されてきた，画一的なマネジメントシステ
ムとは異なった，「メンテナンスマネジメントシステム」を新たに構築することが必
要であると考えています。そこで，プレストレストコンクリート技術のパイオニアと
して実績があり，国内トップの PC ゼネコンとしてプレストレストコンクリート構造
物の企画・設計・施工，土木建築構造物の維持・補修などの分野で高い技術を持つ，
ピーエス三菱社と連携し，金沢大学自然科学研究科博士後期課程環境デザイン学専攻
に構造物メンテナンスに関する連携講座を設置することになりました。ちなみに，わ
が国での最初の PC 橋は昭和 26 年に石川県七尾市に架けられた「長生橋」，「泰平橋」
であり，これらの橋梁はピーエス三菱社の前身であるピ−エスコンクリートにより架
設されたものです。一方，北陸地方では，国道 305 号（福井県）や国道 249 号（石川
県）の塩害による再劣化橋梁にて「電気防食工法」が数多く適用されてきており，過
酷環境下に曝された塩害劣化橋梁のメンテナンスにおける地方道路橋のモデルケー
スとして全国的に高く評価されています。そこで，今回の開設記念シンポジウムでは，
北陸地方で実施した「電気防食工法」の実績と今後の課題について，実務に携わって
きた研究者や技術者より講演をいただきます。 

平成２７年４月１日に開設する，連携講座「構造物メンテナンス講座」は，金沢
大学 SIP の研究活動の一環として，今後ますます重要になる構造物メンテナンスを担
う人材育成とコンクリート構造物の維持管理に必要な基盤技術の構築，さらに長寿命
化新技術の開発を目的にしています。当面，客員教授１名（ピーエス三菱，石井浩司
氏）と客員准教授１名（ピーエス三菱，青山敏幸氏）の２名により構成され，環境デ
ザイン学専攻の大学院前期課程と後期課程での教育•研究に従事していただきます。
現在，金沢大学自然科学研究科の修士•博士課程では，社会人学生を積極的に受け入
れており，長期履修（通常年度の倍の年数）での学位取得が可能になっています。金
沢大学 SIP の関連分野での学位取得の希望者がおられましたらぜひ申し出ていただ
きたいと思います。最後に，本講座の開設にあたりご尽力とご支援を賜った，金沢大
学の山崎学長，向副学長，加納理工研究域長，青木自然科学研究科長，並びに株式会
社ピーエス三菱の森技術本部長に厚く御礼申し上げます。 
 

平成２７年３月２７日 
金沢大学 SIP 研究開発代表者 

金沢大学教授 鳥居和之 
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SIP（戦略的イノベーション創造プログラム） 

連携講座「構造物メンテナンス講座」開設記念シンポジウム 

「コンクリート橋の塩害劣化と電気防食工法による対策事例」 
 

 

日時 3 月 27 日（金）14：00～ 

場所 金沢大学自然科学研究科大講義棟(1F)レクチャーホール 

 

 

                   司会 金沢大学 教授 鳥居 和之 

 

14:00-14:05 

開会挨拶                金沢大学 教授 鳥居 和之 

 

14:05-14:35 

 「コンクリート橋の塩害に対する維持管理優先度の考え方」   

  金沢工業大学 教授 宮里 心一 

14:35-15:05 

 「電気防食工法の原理と経済的、合理的な工法の開発」 

                     ㈱ピーエス三菱 石井 浩司 

 

15:05-15:15  休憩 

 

15:15-15:45 

 「港湾コンクリート構造物における電気防食工法の適用事例」 

    東亜建設工業㈱ 羽渕 貴士 

15:45-16:15 

 「北陸自動車道 大慶寺川橋への電気防食の適用と追跡調査」        

中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋㈱ 橘 吉宏 

16:15-16:45 

「能登半島（国道 249 号）での塩害とＡＳＲにより複合劣化した 

コンクリート橋への適用事例」       

アルスコンサルタンツ㈱ 麻田 正弘 

16:45-17:15 

 「福井県における電気防食の適用事例」  

 ㈱日本ピーエス 濱岡 弘二 

17:15-17:20 

 閉会挨拶                金沢大学 教授 鳥居 和之 
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